
集団行動を披露

クラス紹介のフィ ナーレ

フラバールボールバレー

クラスマッチ（大縄跳び）

待ちに待ったマリン活動

コンパスゲーム

山鹿中学校の生徒と一緒に記念撮影

集
団
宿
泊
教
室
か
ら
帰
っ

た
日
の
翌
日
、
解
団
式
を
行

い
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
集
団

宿
泊
教
室
で
で
き
な
か
っ
た

こ
と
を
、
け
っ
し
て
人
の
せ
い

に
せ
ず
、
「
人
の
振
り
見
て
、

我
が
振
り
直
せ
」
の
心
で
、

今
後
の
学
校
生
活
を
過
ご
し

て
い
く
こ
と
。
さ
ら
に
、
「
い
つ

も
変
わ
ら
な
い
心
で
ど
の
授

業
も
真
剣
に
受
け
る
こ
と
」

を
研
修
の
ま
と
め
と
し
て
話

を
し
ま
し
た
。

十
二
月
に
は
二
年
生
の
修

学
旅
行
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
「
行
動
の
自
立
」
の
仕
上

げ
の
行
事
と
な
る
よ
う
頑
張

って
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
次
の
方
々
に
委

員
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

【学
校
評
議
員
】（市
教
委
委
嘱
）

池
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【学
校
関
係
者
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池
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哲
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議
員
）

古
江

英
実
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（評
議
員
）

牛
島

穂
波
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（評
議
員
）

三
木

彰
子
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教
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）

荒
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教
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）

大
坪

啓
二
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（Ｐ
Ｔ
Ａ

）

江
藤

伸
二

様
（Ｐ
Ｔ
Ａ

日
に
本
年
度
第
一
回

11
目
の
会
合
を
開
催
し
ま
し

た
。
授
業
参
観
後
に
意
見
交

換
等
を
行
い
ま
し
た
。
授
業
に

つ
い
て
は
、
「
ど
の
学
年
も
楽

し
く
学
習
が
で
き
て
い
た
」

「
よ
く
先
生
の
指
示
や
発
問

に
反
応
し
て
い
た
」
と
い
う
声

が
あ
る
一
方
、
グ
ル
ー
プ
学

習
の
中
で
「
一
人
一
人
が
自

分
自
身
で
し
っ
か
り
考
え
て

い
る
の
か
」
「
一
部
の
生
徒
だ

け
で
進
ん
で
い
な
か
っ
た
か
」

な
ど
の
ご
意
見
も
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
教
師
の
声
量
に
つ

い
て
も
「
少
人
数
の
割
に
声

が
大
き
す
ぎ
な
い
か
」
と
い
う

指
摘
も
あ
り
、
今
後
、
一
つ

ず
つ
改
善
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

教
科
書
の
発
行
に
関
す
る

臨
時
措
置
法
第
五
条
の
規

定
に
基
づ
き
、
教
科
書
展
示

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
保
護

者
の
皆
様
に
も
、
ぜ
ひ
、
閲

覧
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◯
展
示
期
間

６
月

日~

日

15

28

◯
展
示
時
間

午
前
９
時
～
午
後

時
10

◯
展
示
会
場

山
鹿
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
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説
明
し
ま
し
た
。

「
身
辺
の
自
立
」
を
、
中
学
校

小
学
校
で
は
、
「
早
寝
、
早

で
は
、
自
分
で
決
断
す
る
な
ど

起
き
、
朝
ご
飯
」
な
ど
基
本
的

「
行
動
の
自
立
」
が
求
め
ら
れ
ま

な
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
る

す
。
親
元
か
ら
離
れ
、
一
定
の

ル
ー
ル
を
守
り
、
他
者
の
迷
惑

に
な
ら
な
い
行
為
、
行
動
が
で

き
る
か
が
今
回
の
教
室
の
最
大

の
目
的
で
あ
る
と
い
う
話
を
し

６
月
５
～
７
日
、
二
泊

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
し
た
。

三
日
の
日
程
で
、
水
俣

結
団
式
の
時
に
、
水
俣

さ
て
、
結
果
は
ど
う
か
と
い

病
資
料
館
、
環
境
セ
ン

市
で
の
学
習
に
つ
い
て
、
「
百

う
と
、
ほ
ぼ
百
点
満
点
で
と
て

タ
ー
の
見
学
を
し
て
、
あ

聞
は
一
見
に
如
か
ず
」
「
体

も
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。
一

し
き
た
青
少
年
の
家
へ
験
に
勝
る
勉
強
は
な
い
」
と

緒
に
行
動
し
た
山
鹿
中
の
生
徒

と
向
か
い
ま
し
た
。
心
配

い
う
言
葉
を
紹
介
し
、
体

よ
り
は
る
か
に
立
派
な
態
度
で

さ
れ
た
天
気
も
活
動
に

験
学
習
の
意
義
に
つ
い
て
話

あ
り
、
鶴
城
中
の
一
年
生
の
生

は
影
響
が
な
く
、
ほ
ぼ

を
し
た
後
、
集
団
宿
泊
の

徒
を
誇
り
に
思
っ
た
集
団
宿
泊

計
画
ど
お
り
実
施
す
る

意
味
を
次
の
図
を
使
っ
て

教
室
で
し
た
。

「自立」（独り立ち）のプロセス

身辺の自立

・自分の身の回りの
ことが自分でできる。

行動の自立

・きまりにそった行動
の仕方ができる。

・時と場に応じた礼儀
作法ができる。

・自分で決断する。

経済的自立

・職に就く。ある
いは、家庭を築
き、自力で社会
生活を送る。

文 責

校長

田上明利
No.４

行動の自立 に向けて
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